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ま
た
、
薬
師
さ
ん
は
、
７
月
３
日
に
Ｊ

Ａ
が
開
い
た
令
和
元
年
度
第
２
回
肝
属
地

区
肉
牛
枝
肉
共
励
会
で
も
最
優
秀
賞
１
席

を
受
賞
。
去
勢
18
頭
、
雌
２
頭
の
計
20
頭

の
頂
点
に
、
薬
師
さ
ん
出
品
の
「
久
男
」

号
が
輝
き
ま
し
た
。

　
「
久
男
」
号
は
、去
勢
で
、父
「
喜
亀
忠
」、

母
の
父
「
安
福
久
」、
母
の
祖
父
「
勝
忠

平
」。
枝
肉
重
量
は
５
４
５
．
５
㌔
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
１
０
１
平
方
㌢
、
等
級
は
Ａ
５

で
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪
交
雑
）
は
最
高
ラ
ン

ク
の
12
で
し
た
。
日
本
食
肉
格
付
協
会
な

ど
が
審
査
し
、
５
等
級
14
頭
、
４
等
級
６

頭
で
、
上
物
率
１
０
０
％
の
共
励
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
共
励
会
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
２
席
＝
郷
原
康
成
さ
ん
（
鹿
屋
市
）
▽

３
席
＝
郷
原
又
志
さ
ん（
同
）▽
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
賞
＝
紺
屋
勝
矢
さ
ん
（
同
）

加
工
用
ツ
ワ
ブ
キ
出
荷
ピ
ー
ク

　

Ｊ
Ａ
佐
多
支
所
管
内
で
、
加
工
用
ツ
ワ

ブ
キ
の
出
荷
が
、
６
月
下
旬
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
産
の
加
工
用
ツ
ワ
ブ
キ
は
、
同
支

所
管
内
の
約
５
㌶
を
16
名
で
栽
培
し
、
約

５
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
生
産

者
は
収
穫
し
た
ツ
ワ
ブ
キ
を
選
別
し
、
皮

を
む
い
て
出
荷
。
県
内
の
工
場
が
、
水
煮

に
加
工
し
、
佃
煮
や
炒
め
物
用
と
し
て
、

消
費
者
に
届
い
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
持
留
正
秀
さ
ん
の
自
宅
で
は
、

収
穫
し
た
ツ
ワ
ブ
キ
を
、
母
の
シ
ヅ
エ
さ

ん
が
、
慣
れ
た
手
付
き
で
、
１
本
ず
つ
丁

寧
に
皮
を
剥
き
、
出
荷
準
備
を
進
め
ま

す
。
シ
ヅ
エ
さ
ん
は
「
幼
い
頃
か
ら
、毎
年
、

ツ
ワ
ブ
キ
の
皮
を
剥
い
て
き
た
。
地
域
の

高
齢
化
が
進
み
、
生
産
数
量
も
減
っ
て
き

た
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
が
ん
ば
る
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
支
所
で
は
、
高
品
質
の
ツ
ワ
ブ
キ
を

出
荷
す
る
た
め
、
今
後
も
定
期
的
な
目
揃

え
会
を
開
き
、
生
産
者
へ
選
別
の
徹
底
を

呼
び
掛
け
て
い
く
方
針
で
す
。

鹿
児
島
黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会

　
　
　

薬
師
さ
ん
が
Ｖ
２
達
成

　

県
経
済
連
は
７
月
１
日
、
第
33
回
鹿

児
島
黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会
を
南
九
州

市
の
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
開

き
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
鹿
屋

市
の
薬
師
成
人
さ
ん
が
出
品
し
た
「
福
龍

３
９
６
」
号
が
輝
き
ま
し
た
。
薬
師
さ
ん

は
、
昨
年
度
も
グ
ラ
ン
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
得
し
て
お
り
、
自
身
初
の
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
各
産
地
よ
り
選
ば
れ
た
肥
育
牛

90
頭
が
出
品
。
肝
属
地
区
か
ら
は
、
去
勢

14
頭
、
雌
２
頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
福
龍
３
９
６
」
号
は
、去
勢
で
、父
「
喜

亀
忠
」、母
の
父「
安
福
久
」、母
の
祖
父「
勝

忠
平
」。枝
肉
重
量
は
５
５
８
．６
㌔
、ロ
ー

ス
芯
面
積
１
０
７
平
方
㌢
、
等
級
は
Ａ
５

で
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪
交
雑
）
は
最
高
ラ
ン

ク
の
12
で
し
た
。

　

日
本
食
肉
格
付
協
会
な
ど
が
審
査
し
、

全
体
成
績
は
、
５
等
級
74
頭
、
４
等
級
14

頭
で
、
上
物
率
97
．
８
％
で
し
た
。
肝
属

地
区
の
成
績
は
、
５
等
級
12
頭
、
４
等
級

３
頭
で
、
上
物
率
93
．
８
％
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞
10
席
＝
東
謙
次
さ
ん
（
鹿
屋

市
）
▽
優
秀
賞
＝
新
地
正
清
さ
ん
（
同
）

▽
優
秀
賞
＝
紺
屋
勝
矢
さ
ん
（
同
）

収穫したツワブキの皮をむく持留シヅエさん

受賞を喜ぶ薬師さん㊧と下小野田組合長
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「
辺
塚
だ
い
だ
い
」　
　
　
　
　

　
　
　

生
産
拡
大
へ
産
地
結
束

　

当
Ｊ
Ａ
と
肝
付
町
、
南
大
隅
町
は
、
両

町
特
産
の
「
辺
塚
だ
い
だ
い
」
の
生
産
拡

大
や
販
売
の
強
化
を
目
的
に
「
辺
塚
だ
い

だ
い
産
地
化
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
７
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
内
之

浦
支
所
で
設
立
総
会
を
開
き
、
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
、
両
町
の
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
、

協
議
会
の
規
約
や
今
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
が
平
成
29
年
12
月
に
、
辺

塚
だ
い
だ
い
を
地
理
的
表
示
保
護
制
度

（
Ｇ
Ｉ
）
に
登
録
し
た
こ
と
な
ど
が
弾
み

と
な
り
、
地
域
の
生
産
意
欲
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、

現
況
の
栽
培
面
積
の
約
２
倍
に
相
当
す
る

参
加
者
か
ら
は
、
導
入
費
用
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
資
格
取
得
の
方
法
な
ど
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
は
今
後
、
普
通
期
水
稲
で
の
除

草
剤
散
布
、
サ
ツ
マ
イ
モ
で
の
殺
虫
剤
散

布
試
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

成
牛
品
評
会 

松
元
さ
ん
最
優
秀

　

肝
属
家
畜
商
組
合
は
７
月
12
日
、
肝
属

中
央
家
畜
市
場
で
、
第
82
回
成
牛
品
評
会

を
開
き
、
高
山
地
区
の
松
元
義
人
さ
ん
が

出
品
し
た
「
り
あ
」
号
が
、
最
優
秀
賞
１

席
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
品
評
会
は
、
毎
年
７
月
と
12
月
、
成

牛
せ
り
市
と
同
時
に
実
施
し
、
地
元
で
肥

育
し
た
出
品
牛
を
「
肉
牛
と
し
て
の
体
型
」

や
「
発
育
状
況
」「
肉
付
き
の
良
さ
」
な

ど
の
項
目
で
審
査
し
ま
す
。
今
回
は
、
当

Ｊ
Ａ
管
内
の
生
産
者
３
名
が
８
頭
を
出
品

し
ま
し
た
。

　

り
あ
号
は
、
雌
で
、
血
統
は
、
父
「
美

国
桜
」、
母
の
父
「
安
福
久
」、
母
の
祖
父

「
福
桜
」。
せ
り
時
の
重
量
は
、
７
０
８
㌔

で
し
た
。
審
査
員
は
「
り
あ
号
は
、
し
っ

か
り
と
月
齢
に
応
じ
た
発
育
を
し
て
お
り
、

肉
牛
と
し
て
充
分
な
仕
上
が
り
だ
っ
た
」

と
講
評
。
り
あ
号
を
購
買
し
た
村
商
㈱
の

新
村
順
一
郎
さ
ん
は
「
良
い
牛
を
購
買
で

き
て
非
常
に
嬉
し
い
。
今
後
は
、
雌
の
肥

育
牛
だ
け
で
な
く
、
去
勢
牛
や
経
産
牛
の

出
品
も
増
え
、
成
牛
品
評
会
の
活
性
化
に

繋
が
る
よ
う
協
力
し
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

約
２
４
４
０
本
の
植
樹
希
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　

協
議
会
で
は
今
後
、
関
係
機
関
の
連
携

強
化
を
図
り
、
苗
木
の
導
入
や
栽
培
面
積

の
拡
大
、
集
荷
体
制
の
改
善
や
販
路
拡
大

に
向
け
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

設
立
総
会
に
出
席
し
た
肝
付
町
の
永

野
和
行
町
長
は
「
海
外
か
ら
の
注
目
も
高

ま
っ
て
い
る
。
設
立
を
機
に
、
産
業
化
が

進
む
よ
う
、
結
束
を
強
め
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
が
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
導
入

　
　

  　
　
　

デ
モ
飛
行
実
演
会
を
実
施

　

鹿
屋
市
の
農
事
組
合
法
人
「
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
獅
子
目
」
は
７
月
11
日
、
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
飛
行
機
）
を
使
っ

た
農
薬
散
布
の
実
演
を
同
市
吾
平
町
の
水

田
で
行
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取

り
組
み
を
推
進
し
よ
う
と
、
同
市
農
林
商

工
部
な
ど
が
主
催
。
地
域
の
生
産
者
や
当

Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
肝
付
吾
平
町
の
職
員
な
ど
約

40
名
が
、
デ
モ
飛
行
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
獅
子
目
で
は
、
労
力

軽
減
や
作
業
効
率
化
な
ど
を
図
る
目
的

で
、
６
月
上
旬
に
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
導

入
。
従
業
員
１
名
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

実
演
会
で
は
、
農
薬
の
代
わ
り
に
水
を

散
布
。
県
経
済
連
が
、
機
体
の
特
性
や

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

事業計画について話し合う出席者

デモ飛行を見守る参加者ら

成牛せりに上場する「りあ」号
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全全
2929
チ
ー
ム
が
熱
戦　
　
　
　

チ
ー
ム
が
熱
戦　
　
　
　

小
学
生
バ
レ
ー
大
会
を
初
開
催

小
学
生
バ
レ
ー
大
会
を
初
開
催

　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
16
日
、
地
域
や
次
世
代

へ
の
貢
献
な
ど
を
目
的
に
、
初
の
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
も
、

チ
ー
ム
の
力
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
大
会
を

通
し
て
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
選
手
ら
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
管
内
２
市
４
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
ク
ラ
ブ
な
ど
全
29
チ
ー
ム
が
出
場
。

鹿
屋
市
と
東
串
良
町
の
３
会
場
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
優
勝
は
、
鹿
屋
市
の

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
組
合
員
か
ら
「
大
会
を
通
し

て
、
地
域
の
子
ど
も
達
へ
の
食
農
教
育
を
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
が
企
画
し
ま

し
た
。

　

選
手
の
保
護
者
は
「
性
別
や
学
年
に
制

限
な
く
出
場
で
き
る
大
会
な
の
で
、
こ
れ

ま
で
出
場
機
会
が
な
か
っ
た
選
手
も
コ
ー

ト
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ
Ａ
が
、
農

業
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い

る
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

会
場
前
で
は
、
安
心
・
安
全
な
地
元
産

の
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
焼
き
そ
ば

や
イ
チ
ゴ
の
果
肉
を
使
っ
た
か
き
氷
な
ど

を
販
売
。
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
や
風
船
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
行
い
、
応
援
に
訪
れ
た

未
就
学
児
ら
も
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

準優勝・寿北（男子）

３位・神山 ３位・上小原

優勝・ＯＲＩＯＮ

熱戦を繰り広げる選手ら
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皇
室
に
米
と
粟
を
献
上　
　
　

　
　
　

 

「
献
穀
」
栽
培
を
支
援

　

五
穀
豊
穣
を
願
い
、
皇
室
が
11
月
に
執

り
行
う
新
嘗
（
に
い
な
め
）
祭
に
合
わ
せ
、

全
国
の
農
家
の
代
表
が
例
年
、
米
と
粟

（
あ
わ
）
を
皇
室
へ
献
上
し
ま
す
。
今
年

は
、
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
た
た
め
、「
大

嘗
（
だ
い
じ
ょ
う
）
祭
」
と
い
う
、
一
代

に
一
度
だ
け
の
特
別
な
式
典
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

本
県
か
ら
献
上
す
る
穀
物
の
栽
培
は
、

県
内
Ｊ
Ａ
が
持
ち
回
り
で
担
当
し
て
お
り
、

今
年
は
、
当
Ｊ
Ａ
が
８
年
ぶ
り
に
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
６
月
３
日
に
大
嘗
祭
進
発

式
を
開
き
、
献
上
す
る
米
を
育
て
る
田
代

地
区
の
弓
指
義
洋
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
夫

妻
、
粟
を
育
て
る
垂
水
地
区
の
川
畑
淳
さ

ん
・
カ
ズ
エ
さ
ん
夫
妻
を
激
励
し
、
計
画

年
度
同
女
性
部
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部

員
や
関
係
機
関
な
ど
約
１
２
０
名
が
出
席
。

平
成
30
年
度
の
事
業
経
過
報
告
や
収
支
決

算
な
ど
、
全
て
の
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
が
あ
り
、
新
部
長
に
永
野
由

美
子
さ
ん
が
着
任
し
、
出
席
者
ら
は
、
新

体
制
の
ス
タ
ー
ト
を
拍
手
で
激
励
し
ま
し

た
。

　

永
野
部
長
は
「
女
性
な
ら
で
は
の
目
線

で
、
主
婦
層
へ
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
振
興
会
は
７
月
12
日
に
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
会
員
や
関
係
機
関
な
ど

約
１
４
０
名
が
、
全
て
の
議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
新
規
加
入
４
戸
を
含

む
、
会
員
２
１
８
戸
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
栽
培
の

強
化
や
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
重
点

事
項
に
掲
げ
、
さ
ら
な
る
強
化
に
取
り
組

む
方
針
で
す
。
本
会
も
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
は
、
永
野
敏
郎
さ
ん
が
３
期
目

の
選
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
野
会
長
は
「
農
家
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
、
課
題
は
多
い
が
、
消
費
者

か
ら
求
め
ら
れ
る
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
の
米
を
栽
培　
　

　
　

Ｊ
Ａ
が
苗
や
肥
料
を
提
供

　

大
根
占
小
学
校
５
年
生
の
児
童
ら
が
６

月
21
日
、
熊
本
地
震
な
ど
で
被
災
し
た
地

域
へ
届
け
る
米
を
育
て
よ
う
と
、
大
根
占

地
区
の
寺
田
洋
人
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
農
作
物
を
育
て
食

糧
生
産
を
学
ぶ
授
業
の
一
環
で
田
植
え
を

行
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、

被
災
地
へ
も
収
穫
し
た
一
部
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

苗
や
肥
料
な
ど
は
、
当
Ｊ
Ａ
が
提
供
。

児
童
と
保
護
者
な
ど
約
30
名
が
、
泥
だ
ら

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

弓
指
さ
ん
は
「
献
穀
者
に
選
ば
れ
、
光

栄
に
感
じ
る
と
同
時
に
重
圧
も
あ
る
が
、

Ｊ
Ａ
の
助
け
を
も
ら
い
な
が
ら
、
心
を
込

め
て
大
切
に
育
て
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
、
Ｊ
Ａ
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
日

高
隆
統
括
支
所
長
や
田
代
支
所
の
南
幸

博
支
所
長
、
同
支
所
の
職
員
ら
全
７
名
が
、

弓
指
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
田
車
を
使
っ
て

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
川
畑
さ
ん
の
畑
で
も
定
植
を
終

え
、
今
後
は
、
職
員
ら
も
協
力
し
て
、
台

風
対
策
な
ど
を
施
す
予
定
で
す
。

東
串
良
町
園
芸
振
興
会　
　
　

本
会
・
女
性
部
と
も
新
体
制
へ

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
女
性
部
は
７
月

４
日
、
鹿
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
令
和
元

弓指さんの田んぼで田車を押す職員ら

出席者にあいさつする永野敏郎会長
（７月 12日、鹿屋市で）

田植えの様子

川畑さん夫妻㊧と弓指さん夫妻

きもつきNEWS
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げ
で
公
民
館
が
見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に

な
っ
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

窓
口
接
客
技
術
競
う　
　
　
　

　
　
　
　

鹿
屋
支
所
が
最
優
秀

　

当
Ｊ
Ａ
は
７
月
20
日
、
金
融
窓
口
の
顧

客
対
応
力
強
化
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
本
所
で

第
４
回
金
融
窓
口
セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
窓
口
利
用

者
に
扮
し
た
職
員
を
接
客
し
、
あ
い
さ
つ

等
の
基
本
動
作
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
な
ど
全
10
項
目
を
審
査
。
同
Ｊ
Ａ

の
支
所
・
支
店
の
代
表
が
２
人
１
組
で
出

場
し
、
全
13
チ
ー
ム
26
人
が
、
日
頃
培
っ

た
接
客
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
鹿
屋
支
所
の
松
下
冨
美

子
さ
ん
、
上
村
ゆ
か
り
さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
獲
得
。
し
っ
か
り
と
利
用
者
役
の
話
に

共
感
し
、
商
品
説
明
が
的
確
で
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
で
き
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、団
体
賞
は
、中
部
ブ
ロ
ッ

ク
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
ら
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
代
表
と
し

て
、
９
月
に
鹿
児
島
市
で
行
う
県
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
松
下
さ
ん
は
「
鹿
屋
支

所
職
員
の
心
強
い
応
援
も
あ
っ
て
、
い
つ

も
通
り
の
接
客
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
県
大
会
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

け
に
な
り
な
が
ら
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
校
の
前
薗
春
希
く
ん
は
「
収
穫
も
が

ん
ば
っ
て
、
被
災
地
の
人
た
ち
に
も
お
い

し
く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
麺
屋
き
も
つ
き
」
地
鎮
祭

　

地
元
産
の
豊
富
な
食
材
を
使
っ
た
ラ
ー

メ
ン
を
開
発
し
、
専
門
店
の
オ
ー
プ
ン
を

計
画
し
て
い
る
株
式
会
社
き
も
つ
き
が
、

７
月
17
日
、
鹿
屋
市
の
店
舗
建
設
予
定
地

で
地
鎮
祭
を
開
き
、
同
社
の
下
小
野
田
寛

社
長
（
Ｊ
Ａ
組
合
長
）
ら
役
員
と
工
事
関

係
者
な
ど
、
約
20
名
が
神
事
を
行
い
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信

す
る
目
的
で
、
ラ
ー
メ
ン
開
発
と
店
舗
化

に
着
手
。
ラ
ー
メ
ン
の
材
料
に
は
、
特
産

の
甘
し
ょ
澱
粉
や
豚
肉
を
使
い
ま
す
。
社

員
ら
で
何
度
も
試
作
や
試
験
販
売
を
繰
り

返
し
、
現
在
も
さ
ら
に
改
良
を
加
え
て
い

ま
す
。

　

店
舗
名
は
、
社
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
募

集
し
、
全
44
候
補
の
中
か
ら
「
麺
屋
（
め

ん
や
）
き
も
つ
き
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

店
舗
は
、
12
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

同
社
事
業
開
発
課
の
古
里
祥
平
さ
ん
は

「
社
員
や
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、
地

域
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
店
舗
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

国
際
協
同
組
合
デ
ー
に　
　
　

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
地
域
貢
献

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
で
は
、
Ｊ
Ａ
役

職
員
の
社
会
貢
献
意
識
を
高
め
、
協
同
組

合
の
意
義
や
役
割
を
再
認
識
す
る
目
的
で

「
国
際
協
同
組
合
デ
ー
」
に
、
地
域
の
清

掃
作
業
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
全
13
支
所
・
支
店
の
役

職
員
約
３
８
０
名
が
、
各
地
域
の
ゴ
ミ
拾

い
や
除
草
作
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

鹿
屋
支
所
で
は
、
役
職
員
ら
で
地
域

貢
献
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
平
成
27

年
度
か
ら
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

地
域
を
中
心
に
、
公
民
館
や
バ
ス
停
周
辺

の
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

４
ヶ
所
を
分
担
し
て
巡
回
し
、
早
朝
６
時

過
ぎ
か
ら
約
４
時
間
か
け
て
作
業
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
役
職
員
が
公
民
館
の
除
草
作
業
を

行
っ
た
鹿
屋
市
小
薄
町
の
町
内
会
長
・
小

薄
純
男
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
お
か

除草作業に取り組む鹿屋支所の
役職員ら（花里公民館）

最優秀賞を受賞した鹿屋支所の
松下さん㊧と上村さん

工事の安全を祈願し、刈初の
儀を行う下小野田社長

清掃作業に取り組む役職員ら
（大根占支所）

きもつきNEWS
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  企画広報課  TEL 0994-42-0096まで

8 月 19 日（月） 子牛せり市　　（～ 21 日まで）

9 月 17 日（火） 子牛せり市　　（～ 19 日まで）

9 月 27 日（金） 年金友の会グラウンドゴルフ大会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
田
代
支
部
と
、
よ
い
や

ん
せ
た
し
ろ
市
は
７
月
12
日
、
美
山
・

い
ち
き
串
木
野
方
面
へ
の
一
日
研
修
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

30
名
が
参
加
。
徳
重
神
社
、
ま
ぐ
ろ

の
館
、
勘
場
蒲
鉾
店
本
店
、
ガ
ラ
ス
工

房
ウ
ェ
ル
ハ
ン
ズ
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

道
中
、
作
物
の
育
て
方
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
や
加
工
品
の
ア
イ
デ
ア
に
つ

い
て
も
話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
旅
行
も
楽
し
か
っ
た

し
、
み
ん
な
で
色
々
な
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
７
月
17

日
、
上
祓
川
町
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
お

じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ
デ
イ
）
を
開
き
、
参

加
者
12
名
で
「
七
夕
飾
り
」
を
作
り
ま

し
た
。

　

今
回
作
成
し
た
七
夕
飾
り
は
、
割
り

ば
し
に
結
ん
だ
紐
に
飾
り
を
つ
り
下
げ

る
も
の
。
参
加
者
か
ら
も「
か
わ
い
い
し
、

部
屋
に
飾
り
や
す
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

昼
食
は
「
四
川
風
ゴ
マ
風
味
タ
レ
の

冷
や
し
中
華
」
を
調
理
。「
ち
ょ
っ
と
ピ

リ
辛
で
、
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
。
そ
う
め
ん

な
ど
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
い

う
楽
し
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ここがオススメ！ ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

⾼⼭⽀所
⽀所⻑

⽩濱 浩幸さん
次回は、鹿屋支所  園芸農産課 課長　西 浩志郎さんに
　　　　　　　オススメ記事を紹介してもらいます！

８月号定価    617円（税込）
定期購読　 8,623円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

８月 31 日（土）16:00 ～ 21:00
第２回 リナシティまるごと食フェス

「お肉だヨ！全員集合！」（リナシティかのや周辺会場にて）
子どもから大人まで楽しめる「肉の祭典」が再び !!
飲食販売ブースで使えるおトクな前売り券を
枚数限定で販売しております。

前売り券：１枚 1,000 円（1,200 円分利用）

ＪＡ青壮年部が
イベントに出店 !!

お問い合わせは、
 ＪＡ本所　企画広報課（石田）
  　0994-42-0096 まで

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参
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こんにちは！「クミアイ家庭薬」です。　　JA鹿児島県経済連

種 雄 牛 名
め　す 去　勢 合　計

頭　数 平　均 頭　数 平　均 頭　数 平　均

華 春 福 199 708,799 193 818,865 392 762,990

喜 亀 忠 130 695,885 109 782,229 239 735,264

若 百 合 83 682,108 80 792,725 163 736,399

秀 幸 福 58 689,879 55 754,455 113 721,310

華 忠 良 49 692,796 38 774,421 87 728,448

安 亀 忠 30 692,867 39 827,077 69 768,725

美 国 桜 10 770,300 15 745,467 25 755,400

隆 之 国 11 682,636 9 701,111 20 690,950

華 春 久 10 652,100 10 765,600 20 708,850

益 華 福 7 646,286 11 740,455 18 703,834

第 ７ 勝 糸 7 638,429 9 811,222 16 735,625

幸 紀 雄 3 667,000 8 855,875 11 804,364

金 吉 幸 6 694,500 3 690,667 9 693,222

諒 太 郎 8 658,000 1 795,000 9 673,222

博 中 福 5 697,400 4 780,250 9 734,222

子牛セリ種雄牛別成績表

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

　 鹿　屋 垂　水 串　良 東串良 高　山 内之浦 大根占 根　占 田　代 佐　多 ＪＡ全体

総　頭　数 208 48 337 95 82 14 50 107 39 43 1,023 

め
　
　

す

頭　数 95 25 170 42 30 6 22 48 19 24 481 

最　高 1,509,000 1,352,000 1,191,000 1,022,000 849,000 931,000 1,328,000 871,000 1,000,000 992,000 1,509,000 

最　低 171,000 576,000 471,000 467,000 552,000 700,000 510,000 550,000 190,000 571,000 171,000 

平　均 703,474 733,160 672,012 657,952 723,867 789,167 732,455 660,688 691,947 736,875 690,530 

去
　
　

勢

頭　数 113 23 167 53 52 8 28 59 20 19 542 

最　高 1,025,000 900,000 1,082,000 1,003,000 1,172,000 1,010,000 936,000 1,055,000 1,038,000 962,000 1,172,000 

最　低 546,000 681,000 50,000 569,000 646,000 650,000 552,000 564,000 587,000 672,000 50,000 

平　均 776,947 796,522 772,425 792,019 818,462 873,875 782,571 805,542 828,650 825,105 790,271 

総　平　均 743,389 763,521 721,772 732,747 783,854 837,571 760,520 740,561 762,051 775,860 743,374 

前　月　比 10,613 4,478 -2,103 -25,098 33,337 41,008 7,382 6,447 19,584 15,116 4,893 

平均体重 雌 281 290 276 273 287 290 284 286 284 286 280 

　〃 去勢 312 311 308 305 313 320 311 317 319 322 311 

総平均体重 298 300 292 291 304 307 299 303 302 302 297

項目 地区

子牛セリ市成績表

〈ＪＡ畜産部から〉
　気温が上がり、大変
暑くなってきます。子
牛の熱中症等には十分
気をつけて個体管理を
しましょう。
　また、濃厚飼料の多
給は、子牛の評価を下
げます。粗飼料を十分
に与えて、しっかりと
腹作りを行いましょう。

クミアイ家庭薬に関するお問い合わせは
ＪＡ各支所または経済連生活課（０９９－２５８－５３２５）まで

毎日の食事に、黒酢をプラスしませんか？

牛乳割で

まろやかに

いろいろアレンジして

楽しめます

炭酸で割って！

さわやか！

ヨーグルトやアルコールとの

相性バッチリ！

リンゴ味

お得な 1000ml

　栄養いっぱいの黒酢に、ビタミンＢ２・Ｂ６、健康維持に
役立つ菊いも、オリゴ糖、食物繊維を配合。
　食事のバランスや生活習慣が気になる方におすすめです。

10 倍にうすめて
お召し上がり
ください

※この商品は、店舗での扱いはしておりません。
　家庭薬配置員がご自宅まで直接お届けします。

500 ㎖    1,800 円（税抜）
1,000 ㎖ 3,200 円（税抜）

“黒酢”には元気の源たっぷり

アミノ酸と酢酸のパワー

１日２杯あたり

96 円

７月分 畜産情報

9　2019.8 みのり



巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所 企画広報課　０９９４－４2 － 0096

または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

受付時間：午前７：30～
健診内容：特定健診、胃がん検診、腹部超音波検診、骨粗しょう症
検診、前立腺がん検診、大腸がん検診、肺がんＸ線検診

９⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

4 ㈬ ⿅ 屋 5 5

6 ㈮ 串 良 5 5

12 ㈭ 垂 ⽔ 8

17 ㈫
根 占 5 5

⼤根占 5

18 ㈬ ⽥ 代 3 1

８⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

7 ㈬
串 良 5

東串良 15

16 ㈮ 垂 ⽔ 8 3

19 ㈪
⼤根占 5 5

⽥ 代 2 1

21 ㈬ ⿅ 屋 5 10

29 ㈭ 内之浦 1

⽉ ⽇ 曜 地 区

8 23 ⾦ ⿅ 屋 （〜 31 ⽇まで）

9 18 ⽔ ⿅ 屋 （〜 24 ⽇まで）
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住   
所

〒

氏
名 （　 　歳）　

電話番号 ー　　　　　－

　今月号で、あなたが気になった記事について感想
を教えてください（必須）

６月号の答え

クロスワードパズルの答え（2019 年８月号）

A B C D Ｅ

● ７月号の垂水産カボチャが気に
なって、購入しました。肉厚で
甘みがあり、煮物に最適でした！
　　　　　　　　　（肝付・90歳）

○ おいしいですよね！私も取材を
通してさらにファンになりました。

● 毎号、表紙が楽しみです。写真に人柄が写っているよ
うで、素敵に生きていらっしゃるのがよく伺えました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東串良・78歳）

○ ありがとうございます！表紙の取材を、快くお引き受
けくださる生産者の皆さまのおかげです。これからも
撮影がんばります！

プレゼントの受け取り方法
　プレゼントのご用意ができましたら、ＪＡから当
選者へお電話いたします。お電話で確認が取れまし
たら、最寄りのＪＡ窓口でお受け取りください。

  ↓ タテのカギ
②　 夏休みの最終日に慌てて片
付ける子もいます

⑤　酒のお供です
⑦　 建具の滑りを良くするため
に敷居に塗ることも

⑧　 脂――、糖――、タンパク
――

⑨　野球のピッチャーが登る所
⑪　 その人が住んでいる所。彼
は――の名士だ

⑫　ロケットが飛び立つ先
⑭　鶴と並んでめでたい生き物
⑮　芝居の最後に下ろす物
⑯　 上野動物園生まれのシャン
シャンは何の動物？

⑰　 イチゴ味やメロン味のシ
ロップを掛けて食べます。
パッピンスやハロハロもこ
の一種

  → ヨコのカギ
①　 令和元年は８月８日。暦の
上ではもう秋です

②　 日焼けした後にできることも
③　 彼女の料理の腕前は――は
だしだ

④　アップの反対語です
⑥　竹や梅と並んでめでたい植物
⑨　こすれてすり減ること
⑩　 五輪で３位の選手の首に掛
けられます

⑪　 辞書で四字――の意味を調
べた

⑬　 おこわを竹の皮でくるんだ
中華――

⑭　 握りずしを数えるときに使
う言葉

⑯　 フランスの首都。花の都と
いわれます

二重マスの文字をＡ～ E の順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

解 答

ア
マ
ガ
エ
ル

A

11

1

D

A

B

10

14

E

C

16

2

3

175

6

7

9

8 12

13 15

4

A
ナ ガ グ ツ ヨ ビ

ヤ ク ミ ヒ ル ネ

ミ セ コ ナ ツ

イ シ ア タ マ

シ バ ラ ツ ツ

キ エ イ ム シ バ

イ キ エ ダ マ メ

13

1

B

A

D

E

5

6 14

C

19

18

17

3

2

20

21

7

8

16

4

11

12

10

9

15

東　郷　よし子さん（鹿　屋）

前　原　ひさよさん（南大隅）

日　光　敬　子さん（肝　付）

渡　邊　正　道さん（肝　付）

堀　内　ちり子さん（鹿　屋）

お便り

　ありがとう！

JAへ

プレゼントプレゼント
当選者当選者
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

62円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

表
紙
の
人

楽・らくレシピ ゴーヤーとゴーヤーと
　　焼きナスのサラダ　　焼きナスのサラダ

ゴーヤー ・・・・・・・ 1/2本
ナス ・・・・・・・・・・・２本
クリームチーズ・・・・・30g
トマト ・・・・・・・・中1/2個
塩 ・・・・・・・・・・・・適宜

かつお節 ・・・・・・・・適宜
ドレッシング
ポン酢 ・・・・・・・ 大さじ２
大根おろし ・・・・ 小さじ２
オリーブ油 ・・・・ 小さじ２

材　料（２人分）

❶ ナスは、油を引いたフライパンかグリルで焼いて皮をむき、
冷ましておく。
❷ ゴーヤーは半分に割り、種とワタを取り、薄切りにして塩も

みし、熱湯でさっと茹でて氷水にさらす。
❸ 器に、食べやすい大きさに切った焼きナスを並べ、水気を

切ったゴーヤー、拍子切りにしたクリームチーズ、みじん切
りにしたトマトをのせ、合わせたドレッシングを回し掛け
る。かつお節をのせたら出来上がり。

作　り　方

編集後記編集後記

✂

✂

　子どもが生まれてからというもの、食事の栄養をよ

く考えるようになりました。そして、旬の野菜が、そ

の時季に人間が必要とする栄養素を持っているという

ことに驚かされています。

　例えば、夏が旬のオクラ。ネバネバ成分「ムチン」

には食欲を増進する働きがあり、同じく夏が旬のゴー

ヤーもビタミンＣが豊富で疲労回復に効果があります。

　夏には夏の野菜なんですね！ぜひ皆さんも、栄養素

に注目しながら旬の野菜をお召し上がりください！そ

理事会だより

協議事項協議事項

　　　　　　　根占支所管内　根占支所管内

丸丸
まるみねまるみね

峯峯　　久久
ひさとしひさとし

利利  さん  さん  　　    　　    昭和36年５月16日生昭和36年５月16日生

　　　　　　  真真
ま ゆ みま ゆ み

由美由美  さんさん　　    昭和39年５月 ３日生昭和39年５月 ３日生

　

丸
峯
さ
ん
夫
妻
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
栽
培
を
初
め
て
５
年
目
。
い
よ
い
よ

出
荷
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

実
は
、
以
前
も
お
二
人
を
取
材
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
、
自
然

落
下
し
た
実
を
ネ
ッ
ト
で
受
け
止
め
て
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、

ネ
ッ
ト
の
弾
み
で
外
に
落
ち
た
り
、
落
下

し
た
実
ど
う
し
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
、

実
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
お
二
人
は
、
落
下
し
そ
う

な
実
を
洗
濯
バ
サ
ミ
の
よ
う
な
園
芸
用
ク

リ
ッ
プ
で
止
め
る
方
法
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
お
か
げ
で
今
年
産
は
ほ
と
ん
ど
傷
が

な
く
、
品
質
の
良
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
お
二
人
は
新
品
種
の
栽
培
に

も
挑
戦
。
結
果
的
に
、
今
回
の
品
種
は
量

産
が
難
し
い
品
種
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

今
後
も
栽
培
方
法
の
改
善
や
試
験
栽
培

を
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

久
利
さ
ん
は
「
地
域
の
生
産
者
も
増

え
、
特
産
と
し
て
の
知
名
度
も
上
が
っ
て

き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
も
大
事
。
さ
ら

に
効
率
的
な
栽
培
方
法
を
考
え
、
地
域

の
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
も
、
品
質
を

維
持
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
目
標
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　７月 29日に第５回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

１． 県マネロン等対策に関するガイドラインに基づく

ギャップ分析等の実施報告について

２．鹿屋市との包括連携協定締結について

３．その他
編

集
・

発
行

／
鹿

児
島

き
も

つ
き

農
業

協
同

組
合

 企
画

推
進

部
 企

画
広

報
課

〒
8

9
3

-0
0

16
 鹿

児
島

県
鹿

屋
市

白
崎

町
１

番
１

号
　

電
話

（
0

9
9

4
）

4
2

－
0

0
9

6
鹿
児
島
き
も
つ
き

2
0
1
9
年
８
月
号

発
行

日
／

2
0

1
9

年
８

月
１

日

印
　

刷
／

株
式

会
社

  綜
合

印
刷
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